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北海道林業試験場時報 第44獲

・

軍寧採集經濟試験に就いて (三i)

技師ﾡ見四郎

1)緒 論

ﾡ者は第一報に於て北ﾡ道産のタンニン資源に城ての惨討並に力 

ラ マ ッの樹皮からタン=ンの抽出に重大なﾡ係があると思はれる事 

項に問 す る 賞驗室 の試驗結果 を義炎 しなのてあ る が、 の後引継 e 
同試験緒果をﾡ礎と して中間工業的小規模機構によつてカラマツの 

樹皮からタンニン採集徑濟試驗も施行したので此處に其の結果を取 

郡めて發表する ことと しな。

本試験の施行に常て は北海道林業試驗場長服部正相氏、前同試験 

場長冰學博士石原供三氏、林業試験場技師内田丈夫氏の諸氏か ら御 

ﾡ切な る 御歌示を、又前札幌替林區署長安西秀三郎氏及同署主事津 

上 熊治氏から甚大な る御扱助をる人 した事に對し此處に厚 く謝意を

する。 •

2) タンニンエキスに就て

ク ン = ンの原料と して は種々な る植物の樹皮、材質及果實等各種 

。部分が擧げ られる のてあ る。

之等の原料中に合はれて居るタ ン=ンを製解に又は漁ﾡの染色に 

利用 する ガ法 と して 原料 を其の儘直 ち に 使用 する方法と 原料か ら ー 

Eタ シニンエキスを製ﾡしてのタ ン= ンエキスを使用する方法と



があ る 0
原料をの位て使用する方法は樹皮、材質或は果實等ク シニシ合 

有量の多い原料を粉砕して、此の粉末原料と注皮又は漁網と を況ぐ 

之れ に適當の水を加へて其の儘常溫て長時間放置す る か、或はの 

3番の混合物を後かに過めるか. 又特に染色を目的とする時にはﾡ 

沸す る fもあるが, の何れかの方法て火 シニン を原料か ら浸出さ 

せると同時に製ﾡスは染色の目的を述するのてある。此の方法に』 

る時は原料の生産地とクンニンの利用地とが遠く距て居る場合に原 

料 を長距離の間輸送せねばな らなのてあるが、原料の輪途は一般 

に 不經濟 と 看做 されて層る のてあ る。特に原料が樹皮の場合にはﾡ 

に述べる種々な理由からして其の輸送に’涪て甚だしい不經濟が頂’」 

されるのてある。

其の上原料の産地,探集箇所、探集時期等の相違が源料中に合会 

nれるタ シ=ンLに も相違 を來すのであ, る から之れ等の原料から仇 縦 

に一定 濃度 の クン ニン 浸出 液 を製道 す る は 拡だ し く 畑雑 に なるの 

てあ る。最近製係法 も 染色法 も 共に研究され各種のT要な 因チが典 

見 さ 集約的 なタン= ンの利用へと 進み居る 時溶液中の タシ=ン a 
及の不定はク シ= ンの細済的利用に大なるﾡ鉄を生ずるのてある。

依て原料を共の儘使用してクンニンを利用する方法は主と して原 

料の産地に近接 して 居る漁村で漁網の染色に應用 されて 居 る に過 さ 

Wのてあつて、現在製糅に又漁網染色にタンニンを利用するカロ) 

大部みは タン= ン原料か らクンニンエキス を製造 し此のタ ン = シ 

キスを使用してタ ンニンを利用して居るのてある。タシニシエキス 

の製獲は次の方法によつて行はれて居る。づタン=ン原料を細断、 

あ砕する。此の粉末原料を浸出器に容れて浸出するのであるか,は 

出器は銅製又は木製 とすべ 3 て鐵の使用 そ避けな も の を用ムるのて 

ある。

出の方法には (イ) 粉末原料に水を加へ煮沸しな後添液を分け 

る 3: 浦法. (g)あ末原件と水との合物を蒸気管又は直接株氣の吹 

a込みに1つて加熱して謎出させ後溶液を分ける漬法、(〜) 粉末 

原料に熱を注き出器の鷹から諾液を流し出す過法. (=) 銅製 

加壓 る に粉末原料と 水 と を容れ短時間加ﾡの下て浸出 さ せ後溶液 を 

かける加艦謎法等があるが、之等の津出法て得なタ ンニン浸出液 

は 銅製真な蒸發装置で濃縮 し、更に必要な らば開放釜で濃縮して所 

期の タンニン エキス を製道す る のて ある。

クシ= ン浸出液の濃縮の狀態に よ り #利な液ﾡ状て没縮を止めな 

エキスを液過エキス,固形状迄濃縮したものを固後エキスと稱して 

居る。普通液盤= ・スはタンニン を20-30%合有して居ゝ、岡銀- 

キスはタンニンシを00-80%合有して居るのてある。固體エキス は液 

・=キス り も タンニンの含有最が多い上に其の取扱ひ並運搬楡送 

Iこ際して も液能エキス よ り も遙に便利である。 て市場に出て居る 

タンニンキス 例へバ ークキス、 チブラチョエキス、 カッチ、

ングロープ〜 ス等は総て M盟- スてある。タシー ンの要者は 

之等の=* ス を再び温沙にﾡ解して所定の述度のタ シ ニン溶液 そ作 

b 製 ア或は染色 に用 ひc居る のてあ る。

タンニジキ ス特に回置 * ス は一般に原料のク ン ニ ン合行量に 

比ﾡして流に多量のタ シ= ンを合行して居 り、又其の取扱ひ及運搬 

依避に"て も原料•に比較して甚だ便利な型態である。依て長距離の 

延撤ﾡﾡに常りタン= ン原料と回體 シニンース とてW位量のタ 

ン ン戦途費を比較する時回曲タ ンニンエキスは著しく 安價を示す 

のてある。ﾡて タシニ ン原料のタ ン= ン合有量が勘い場合には原料 

の版なに1 る浪費を節減する爲タンニンエキスの製造を行ひ,此の 

エキス を報透す る 事が一府必要なてあ る と思はれ る のて ある。



3)タンニンエキス製造費に關する考察

ク ン= ンーネスの製ﾡ費に就て詳細に校討出楽る責料は無い様て 

あるから、4の製方法等か ら推祭 して見 るのに次のを費地す 

る事が出來る樣に思はれる。

クン=ンーキスを製する器械には細断器、粉砕器、お出器.眞 

空蒸發器等直接に製造に使用する器械の外動力源として發動器' 熱 

源 と してボイ ラ ー 等の各林の器械が必要である。

之笠の 器械は タンニン エキス の 製造規模 (に 應 じて最も 適常 しな 国 

ﾡの器械を選探し探用すればタシ=ンーキスの製地をﾡ済的に施行 

出る際てある。

出法にも前に記しな様にﾡ種の方法があるが、之れも亦タン= 

ンースの製池規校の如何に つて 適法が年 す る のてあ る。例ヘ 

大規模機構に於ては時間的に又無果の關係か ら して加艦を 

も 毎済的 に施行出求 る 場合が像 さ nれ. 又極小規模機構では ［川 放 ﾡ 

でお沸法を用 ひてタン =ンエネスを製ﾡする場合が紅済的にA決て 

あるとﾡﾡされる如合てある。

タ ンニン原料中に合有されて居るタシニ ン量がﾡ場合はタ ン= 

ンース の製道費が高価 になる がな易にﾡ想 される が4本丸にN 
入されて居るタ ンニンキスの製造原料中に合有されて居る = 

ン量を示せば次の通りてある。(宇野昌一氏一林産製造學によ る)

第1表

i ・ 類 クシ= ン合行量 類

-- -

タ ン=ン☆量

ワツ トルバーク 
・

30～40% シュ マッア 20～35
ング・ーツ 22～32% ミ ロ バラン 20～50%

ケブクチョ C心おわ 20～282% フ ア ・ ネ・ 20～3026

4

第1表と第一報に記校 しな北海道産の欠 ン ニ ン式源に合有 されて 

居るタンニン量とを比ﾡすればアカーゾッ唯一種丈が衛1表に近 

似の数價を示して居るのみで他のエゾマツ、カシ、ミッナラ、力

ラ マ ッ等は何れ もタン= ン合行北納 く 第 1 表 に示 しな救ﾡの ・ - } 

に過きなのてあつて一般に北海道産のタンニン責源のタ シ= シ合 

行量はﾡい と 行ふ事が出來る ので>ある。4ﾡに例を取 り第1表中 

て最 もタン= ン含有衆の働い ケブラチ ヨ心材のタ ン = ン合有量を下 

均24%と し、北海道産タンニ ン資源中で本試験に使用 しなカラーッ・ 

り皮のタン= ン合量を8%として比被するにカラーッを使用して 

ケプラチョと 同一量の タン=ン を探集す る には ケ ブラ チョ 心材の約 

3 倍或は其れ以上のカ ラ ッ樹皮を使用せねばな らないのてある。 

從 て タンニン エキス を製道す る ﾡ置 もカラマッ の場合は 3 倍か或は 

n以上の能を行する共置を用ひねばヶ ブラチ ・と同一のク ン 

ン を 採集する 事•が出來ない のであ る か ら特に能求の良い装量の選 

押にﾡ徹せね製盛費が著し く総びのてある。然し器械の能率には 

ほ度があ り 加何に經濟的に施行せんと 欲して もの限ル以上に能 

を高 め る Fが出立 いのてあ る から カラマツ の樹皮 を使用してタシ 

ニンを採ルする時の製遭費はケプラチョ心材を使用する場合のtれ 

c比検して 髙價 に 達する 事 は 止 び を 得Vとﾡﾡされるのてある。

次に原料の採集並運搬費であ る が若し カラマツ の樹皮 とケブラチ 

,の心材と の採集並運搬費が等 しいものと すれば一定量の タシ=シ 

を製塾す る に要する 原料の採集並運搬 費 は カラー ッ樹皮の場合がヶ 

ブラ ・心材の場合の3倍以上に違するのてあつて之れを製逃働に 

合めると カラマ ッ樹皮の場合が著しく 多額の製型費を要するにな 

る。器様以設備費及之れが運制費は3倍の原料を虐ﾡするものは 

9倍の設備費及運料費を要するのてはな く、器械装置の選揮に當と 

得れ催少の額てが足ら る場合がある。然し原料の採集並運搬 .



費は若 し軍位常 ク の原料の探集並運搬費が等 し場合は 3 倍の原料 

を探集す る の には矢張 り 3倍の探集並運搬費 を要す る のてあ る か 9 
此のに深く注意を携人必要がある。

本道産グンニン資源は樹皮が重なる ものてあるがの樹皮の探集 

に然 め 採集期節及採集方法の如何に よ り 探集作業に著し難必があ 

る か ら特に探集法 に和意 してﾡ皮 を探集せねばな らないのてある。

樹皮の取扱並運搬に關して考察するに上樹皮は水分を多夂に合11 
て居 り柔軟、強初であって多少折 り 曲げる も 折断す る事がな くﾡ川 

等の政扱作業は便利に行はれるが、運搬忆當て樹皮 と共に不要な ；、 

分 を多量に運搬す る な り 不紙済と な る。加人 る に水みを多<合 

有するﾡ皮は樹皮の探集し易い温吸な時期に於てﾡ類のﾡ生に好 

な狀態にあるので運搬,ﾡ途及貯威中にﾡ類の呼盤な税生に1つて 

樹皮の合有す るタシ= ンの損失並製品な るタンニンエキス の品ﾡを 

惡化 させる のてあ る。俊て 温吸 な 時期 に探集 しな樹及 は採集後直、 

に使用せぬ場合は少く共氣一乾狀態に達する迄天日か又は適當な方注 

てﾡﾡす る 必要があ る。樹皮 を氣乾狀態に迄乾燥す る atは 量を幅 

誠し、不ﾡな水分つ運搬等の登は少くなるが一方ﾡ皮は脚回にな り、 

m山性を失ひ折れ場 く な る。 のﾡに精等の取扱作業は困業にな 

・タ運搬、ﾡﾡに常て折断して損失するものが像ﾡ外に多量に述す 

るのてある。氣乾樹皮の取扱、 搬及ﾡに常ても深い注公をﾡは 

W時は恋外に多額の浪費を生ずるのてある。

クン=ン原料のタ ンニン合有がﾡい場合は一定量のタ ン= ンを 

探集するのに多額の費用 をﾡするのてあるがの原料がﾡ皮てある 

場合には探集後の収扱、運搬及織に常て意外に多額の費用が除地 

されなのてある。

本道産火 ン = ン式源か らタシ=ン を探集する場合に グン=ン ・* 

メ の製地ﾡ置に能良 S 器械 を選採せねな ら aは勿論てあ る » : 

一方資源なる樹皮の採集並取扱、運搬に注意 して紅費の節減に努力 

せV時は 到底 タン= ン探4事業 を有利 に 導 く r は 出 楽Wと 思は nれ 
る。

此 處 に本試験の 目標を置い な のてあ っ て 本試險は 小規模機構 に て 

クンニンエキスの製造裝那を總て移動出來る事、又如何なる山間陣 

处て も實行出來る事を旨と して金器械ﾡ置を考業還探しなのてあ 

る。Jﾡ皮探集地の移動に仲つて全ﾡ置を移動させ樹皮の運搬町離 

を出楽 る 短小 と して 原料の運搬及輸送に 要す る 經費 の節減 を計っ 

なのてあ る。依 て 全器械裝 港 は 小型に して簡場なるもの を選の移動 

の便 z 計つなのてある が、凡 そ 總て の 化學 工業の規模 に は經済的 に 

最 い有利交黙があるのてあつて、一般に之れを其の事業の經濟的軍 

位と 呼んで居 る。經濟的軍位 よ り 機構 を 大に する も 亦小 にするも共 

二器械裝置の能率か,人件か、原料關係か何れかの部分に不利を生 

ずるのてある。勿 も經済的單位は事業 の種類によ って各々異て 居る 

のてある。依て 大規模 に架 を 行よ場合に ー工場内 に數箇或は數十 

歯の細済的W位に適合する袋置を設備 して事業を行ふて居る場合が 

多々ある のて ある。

> シ=ンーキス製道業は如何程の生産力をする機構を以て艇 

済的W位と して居るかは不明であるが,クンニンエキスの製造に要 

する 器械の種類から考察 して相當大規模機構にな ると豫想されるの 

て ある。伏て本試験の様に小規校の共mを選押する防に常ては種々 

のaに不利不經濟な箇所が生ず る のてある。又規模 を小に すぱ小 

に する程不利不經濟な無か多 くなると思はれるから域る適常本生産

を 何する 装置 を定めて 設備 しなのてあ る。小規模機構 によ ○て 

ずる不紙済なは止び を得Vと して 原料樹皮 の運撤一並输送費 の 節 

誠にxつて出來る交利はんと しなのてある。



4) 供試カラマ岩皮に就て

本試験はカ ラーッの樹皮を用ひてクシ=ンの探集を行ひ. の誕 

済的開係の試験を行人を主目的と したのてあるからカ ラマッの樹 

皮 の 銀及 ・探集に 關 する項について述べる。

カッマ ッの樹皮を採集する場合に立木から樹皮を物き探ると伐 

採 しな九太か ら務皮 を側ぎ採 る aと が考へ られる。

立木の樹皮 を剝ぐ場合に一樹か ら極小址の樹皮 を例ぎ探る もtの 

樹木の枯死する arはないがﾡ木のの後の生に多少の懸影響を奥 

へ る aFは 発がiれWのてあ る。又一部 と 雖 も 樹件の会 ハに波て 剝戍 す 

る場合は北の納 した部分か ら上方の部分は早晩枯死す る に至 る の 

てある。

カラ〜 ッ の樹皮は エゾマッ、カシ 等の樹皮 に比較すれば至 て i 
いのである か ら 多量の樹皮 を探集する場合には一樹か ら 出來 るを 

量の樹皮の探集に努力せねば探ﾡ木が非常に多数を必要とする 

になる。

依て クラマ ッ の立木から樹皮 を探集する場合にも一樹から出求る 

丈多最の樹皮の採葉 に努力 せねな らない 關係上樹皮採集原木) ﾡ 

死する 事 も豫想せねばな らない。ﾡてﾡ皮探ﾡ原木の選定に常ては 

研伐業と協力 し研伐像定木を以てﾡ皮探集原木と公すが利て 

ある。

• カラー ッの立木から樹皮を採集する場合に就いてはの側皮来 

法及の功程、側が立木に及ほす影響 材質に及ぼす影響及伐 ト、 

運材功程に及ほす影響等幾多の間ﾡが存在して層るが本試験に於て 

は工木の例攻に問しては後の試験に期符 し、本試職に使用 しな樹 

にはルて研伐業に於 c伐探 しな九太か ら施4 した樹皮を以て常 I 
2のである。

研伐業では伐木作に引総いで行ふ 造材作業で剣皮 を行ふの で 

あるが、此の際の剝皮 作業は 只外皮 死雷 鬼皮 を 簡4Lに劉ぎ探 る て 

内皮は其の儘材質に附着させて置く のである。此の内皮を材質に附 

着させて置く理由と しては幾多の項が界げられるてあらうが、共 

の内てIな理由と思はれる項を述べ られると次のりてあ ら う。

(4) 材質の急激な乾燥によ り日御れ等を生じて用材的価価を低 

く するを防ぐ公。

(p) 運材、搬出等の場合に太が除害物に突き然つて生ずる製 

傷が材質に及ぶのを防ぐ爲。

() 温ﾡな且多ﾡの季ﾡに材ﾡを露出させて量く場合は材価に 

ﾡﾡが著しくﾡ生し、共の公九太の外ﾡは始め総色を呈し、やがて 

交第に黒色化 して花だ し く 外製を劣選 と し丸太の商品的僅値を低卞 

させるのであるが.之れを防ぐ爲。

(= ) 研伐業は主と して冬積雪•時期に行はれて 居 る のてあ る 

が、此の時期 に は 内皮ﾡ側ぐ4は極めて力 を多くする のてあ る。

然し内皮ﾡ例き材質を充分載燥させる平は九太の量を※しく 輕 

させるのてあつて、丸太の運搬. ﾡ途に常ては極めて好都合にな 

るのてある。

mして カ ラマッのﾡ皮の内ダ シ=ンを多並に合行して居る部みは 

内 の部分てあ る。それは内皮と外皮とを別にプロクラ ルの謎出法 

及vーウンタ ー ノレの 滴定法 によ りの合有タ ン= ンを定した 

.結果は次の通りである。

第2

知 Zﾡ物初 I0ORr."h ノタン=ン量

内 ル

1 " "ロ*一*e*ememT------ ............ ---------------------------- 「 -

8.42gr
外 5.G4gr

9



第2炎の通り内皮は外皮よ り も多にタンニンを合有して屈り 

外皮はタンニン探集の価値があるとﾡ倣されて居る標事量間タシ= 

ン合i7よ り も町いのである。依て外皮からはタンニンを經濟 

的に探集出楽な事がﾡ想されるのてカ ラ マッの機皮からタシニン 

を採集するには内皮を使用すべ2である。 j
然 る に前記の様に研伐事業ては外皮士を例ぐのであるからタシ= 

ン原料と してのカ ラ～ッのﾡ皮を探集するに常ては研伐ﾡ材の際に 

州を して特別に内皮迄剝皮させ之れを集めるか、又は別に樹皮採 

葉 人夫 に造材 した丸太か ら か又は伐採直後の丸太か ら 内皮の探集を 

行はせるかの方法によ らねばならなのてある。ﾡ夫に内皮ﾡ制 

させる 事•は伐木功程に大 9 な後化を來たす結果斫伐小業の功程 履娃 

費運用の上に籾々 な る支際を挙 し容易に實行出來ぬのであるか ら 

ラマ ッの樹皮探災に常ては研伐事業と別にﾡ皮探集人夫を定めて、 

研伐ﾡ材を終な九太から内皮の施集を行はせるのが便利てある。

ラマッ の九太か ら 内皮 を側 ぐ事は前述の様に利害得失があ るの 

て此の照にも相常考厳をﾡはWmは材質利川の上に大3な損失 を 

くもある。

5)カラマツ樹皮の採集費に就て

本試験の施行にての供試材料てあるカ ラ マ ッﾡ皮の採集を札幌 

ﾡ林町署小ﾡ業町内て行つたのてあ る が. の際札幌谷林町昇の 

扱助を得て謝皮の探集状況並之れに要 した艇費にWしての間花もイ , 

せて行ふ事•が出來たのて此處に其の結果を示す。

例1 11月 上旬 に樹皮 を探集 し2場合

伐木、 逃材し、土場に卷立て してある丸太から樹皮を 口月上旬に 

探集 した のであ る が、此の九太は役探後樹皮探集ﾡに約15 H間 とk 
たものであつた。

の時には材質に松皮がﾡ着して居なので側皮器を用ひて利 

して も仲々容易に側皮が出求ず相の力量が必要てあつな。ヌﾡい 

だﾡ皮は 1 尺内外或はれ以下の長さの小に切れて了人のての 

小さい樹皮が確求はの間にﾡれる時はの指集が極めてﾡ維であ 

っな。依て此の場合は九太を建の上に移しての上でﾡ皮をﾡき。 

ﾡ皮を例いだ丸太は別の箇所に移 して筵の上に落ちた樹皮 を集めな 

のてある。本試験の様に土場てﾡ皮 を 行ふ時は一般に土場には笹又 

は事がﾡいのてあるから継を敷く に も又筵の上に丸太を移すに も除 

り 四器は なかったのであ るが,若し笹又は草の深い伐木現地で此の 

力法を用ム るには笹又は草が筵を敷くにも又其の上に丸太を移すに 

も大いに邪魔をす る 事•が豫想されたのであ る。

上記の方法で採集 した樹皮 を運搬するに常って は樹皮が小片であ 

る公 にWに容れ て運搬しな ければな らなかつな。

ﾡ皮探集 を行人 に當 て初めは 剝皮作業 を容易に行ふ単が出來且 

N間 な 作業てあ る と 信 じ 人央に此の作業 を行はせる 時は作業がm 
ﾡに鶏 ぎ る 為操作が粗雜 に流れ 良い結果が得 られぬ事と 思はれたの 

「 火人 を使役 しなのてあ る が前述の様にﾡ皮ても相然の力量が 

必要てあつな上ﾡの上に九太を上げた ・ヌ太を別の箇所に移す事 

等の仲 4容易でない力仕事があ り全作業 を女人夫丈で行ふ事は稍困 

難と認められのてある。

然し本映験ては.初の計劇 り女人夫丈に樹皮を採集させ,探集 

しな樹皮は吹に容れて各自負てクンニン探集紅済償験工場約 

。 爪い の曲 を運搬 したのであ る。

タンニン採集經濟試驗エ揚に 1,875Qkgr (500貫)の生Tのﾡ皮 

z納めるのに災し2紙費は99mてあつ2。

伏て 11月上イ に於け るカラマッ 樹皮の探集費はの生T1g 常 

,5.28優 O LT當 り 19.8錢)に相しなのてある。
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例II 5月 上旬 に樹皮 を採郷 し2場合

2 月に伐木、造材並卷立 を完了 した九太か らの年の 5 月上仰に 

掛攻の探集を行つたのてある。伐木後和當量の積雪が豫想され、之 

の種雪が5月上句ﾡに総て融け去て居たのてある。此のは九太が 

伐採後相當の水洗作用 を受けたル を意味 して居る。

剝皮作業は卷立の上部饪あつた丸太は旣は駝燥した外初を呈しこ 

居て、 の樹皮は材質に癖着して居て例皮が困難な事及び納いだﾡ 

皮の拾集にﾡ雑てあつたは丁皮例I の11月上仰にﾡ皮を探集しな 

場合と同様てあつたのて樹皮の探集方法は例I の場合と同様に太 

を鐘の上に移して剝皮 し、 の継の上に落ちた樹皮を施集させな。 

てある。

ﾡ立の内部にあつね九太は濃洞し外製を呈して居ら、樹皮 とH 
ﾡとの間に水分が存在して居て、樹皮を材ﾡから容易にﾡぎ探るれ 

が出來 2 〜 3 尺位の 長大な 樹皮 を納 r事•も 容易に 出來た のであら。 

樹皮 を 長大に 剝ぎ採 る aは幼w 樹皮らﾡ4 そ容易にする 許 りてス 

く ・樹区 を運搬する時に繩で結束した丈て運搬する事•が出來るのご、 

短小な樹皮 に比較 して 甚だ し く 樹皮の採集 を容易に しなのてある。

然し此の場合の樹皮採集費は極めて高價であった。其の原因は人 

夫慣が殆ん ど最高價格を示 して居た時て 1人1日4 W乃至 4 I50依 

そ普通と して居ねにあつなと思はれたな。 の高価な人夫を使役U 
C生mて3,157.5egI(812貫)の カラ ッ樹皮を剝ぎ、クシ=ン探集 

ﾡ済試験工場ﾡ約15kmの間を背負て運搬させなのてある。之れに 

ﾡ し2紙費は266m23優てあつな。

依て 5月上仰に於けるカ ラ マ ッ樹皮の探集吸はtの生T量1kg賞 

り8.40後 Q 我常 り 31.5 錢)に相然し著しく高ﾡてあつた。然し( 

人夫貨を 1人1日 2m50彼一3mとﾡ定すれば上記のカ ラマット 

の採集費はIkgi 當 り 5錢內外 (1t)20優内外) となるのてあって 

例I の場合 と 大差が無 く な る のてあ る e
例 I 8 月 上旬 に樹皮 を探集 したな場合

比の場合は研償業 と 併行 して樹皮の探集を行たのてあ る。 皮 

防期と しては極め1貴好な時期て樹皮と材ﾡとの間に樹液が多量に 

存在. して居た爲樹皮を容易に材質か ら剝がす事が 用 來た。それて始 

め少し樹皮に仰をつければ後は手て樹皮を引 く 事丈で容易に大形の 

し皮を得る'トが出來、又明皮に傷を付けた後に其の箇所に一端を刃 

形に制つた木を押し込び時はﾡ一府容易に且一層大形の謝皮を側 

がすが出楽でのてある。此の様に大形の樹皮が容易に得られなの 

伐木直後に剝皮を行て も樹皮の拾集に大いになる困難がなかっな 

のて 研役業 と併行 して伐木後直ち に利皮 し樹皮の蒐集を行ぱせた 

のてある。剝いだ樹皮 は人夫が適常の大い さ に結束 して運搬 したの 

てあつて、例I及例Iに於ける様な樹皮を吹に入れて運搬する等の 

不便はなかつなのてある。

の時期の に樹皮 と材質との 間 に樹液が存在 して居C容易 に納 

皮出挙る時期は普通無温が高 く 歯類等の發生生育に も極めて 良好な 

前期てあり、且樹液中には歯類等の養分を豊富に含灯して居る爲か 

二」戊後内皮の部分に •苗類の發生する事•が非常に多いのであ る。本試 

ﾡの場合 に は幼皮後 ちに天日 て樹皮 の内面を靴燥 させQ時は 剝皮 

後約3 日位て樹皮の内面に青色の歯類が一面に微生 しなのてある。 

之れはメ シ= ン採集に際して タシ= ンエキスの性質 を惡化させる事 

5 像想されのであるから 樹皮が容易 に探集出楽 る 時期 にポて は採 

集し た阴皮の特に內面の部分を出來る丈速に乾燥 させる 必要があ 

る ・

*例の 場合の樹皮採集費 は 人夫が樹皮 を背負 て 運搬 した 距離が約 

9.0kmで、前の2つの例に比ﾡして違距離てあつなにも拘らず、 力 

ラ ッﾡ皮の生で 937.5kgr(250r) の探ﾡに要 し2ﾡ費は27
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・9優てあつ72o
依て 8 月上句に於ける カ ラ マ ッ樹皮の探集費は共の生量1kg高 

り2.93優(11り11.0の) に相常し、前の2つの例に比ﾡしてな 

しく安價に採集する事が出來たのである。

人夫貨は 1人1日2 I75後であつね。

例I 8 月 中旬及下旬 に樹皮 を探集した場合 寸

8 月 中に於ける側皮の校様は 例 IIに過べな校様 と 殆ん ど同て 

あつなが、 8月下仰に至るにﾡて樹皮と材質との間に存在し1 居た 

ﾡ液の量は次第に誠少して楽な。特にﾡ仲の下部に於て之の傾向が 

著 L く地上 1m 位は猟皮 し難い様になつた。然 し樹幹の中部 L部 

はﾡな容易にﾡ皮出る状態であつた。依て9月上頃ﾡは容場に 

樹皮の採集が出來る時期と思はれたのである。

本例の場合は人共が負て運搬 した距離は 約 0.5km て例Iの場合 

よ り近距離であつながカラ〜ツﾡ皮を生iで1,875.0:gr(i00t) 
探集するのに要した紙豊は49m50彼てあつた。

依て 8 月 中、下イに於て カラマ ッ樹皮を探集するに常り運搬ﾡ離 

が短小の場合はの生重量 1kg り 2.64袋 (I 貫當 り 9.9 錢)の探集 

我に相當したのである。

人夫1は例Iの場合と同様に1人1 日 2W75優であつ2。
以上の4つの例で探集しな各樹皮をプロク ラルの出及レーウ 

ンタールの流定法に ょつて客樹皮のタシ=ン合を定量しなﾡ 

果は次の通 りてある。

第3炎 砌

ニニ----------ニニニニ----------------------------------------------------、**

試 料 乾緣樹皮 = 蹴スルクン ニン及 (2%)

例 I
例 I な立上部ノモ

7.40
5.64

*--

料 ゆを様樹=野ス〜タン=ン量 c%)

例 I 佐立下部ノモノ 4.67

例 ロ 8.02

例 I 8.22

第3 炎に よれば伐木直後に樹皮を採集 し2例『及例皿の場合の樹 

皮がタンニンの合有品: 最も多 く、伐木後樹皮の採集ﾡ多小時日を 

した例I の樹皮のタンニ ン合行量は之に次ぎ、伐木後長 日月 の間放 

mtしのl積雪及融ﾡに合つた九太か ら探集 した例 I の樹皮のク y 
= ン合行並はもﾡかつなのてある。例Iの場合の樹皮のタ ン= ン 

合有量はタン=ン探集原料と して不適當と看做される程少量になつ 

て居たのである。

依てタンニン採集用としてのカラマツ樹皮を蒐集するには伐木後 

i ち に樹皮 を探集 し、雨に 書てW樣にして 統燥すべ eてある。

上述の事柄から次の諸山項 を推祭す る 事が出求 る と思はれ る。

(ィ 樹皮の採集作業は時期によって著しく難易の差があるから 

採集 し易い時期即樹皮と材質との間に樹液が存在 して居る時期に探 

船 すべeであ る。然 し此の時期に探集 した樹皮は速に乾燥させねぱ 

u類が多敷殺生してタン=ン原料と しての価位を低めるてあらう。

() カラーッ の謝皮探集に常て皮が田難な時期 と 側皮が容易 

な 時期 と ては樹皮採集費 に約 2 倍の差 を生 じた。

() 第一報に於て行た樹皮採集結果と本試驗結果と を綜合する 

時は札幌. 小梅地方に於ける カ ラ マ ッの圈皮の採集に好適な時期は 

6 月上旬から 9 月上旬迄の 間である と 言へる。

(=) ﾡ皮が容易に側がれる時は側皮作繋が簡』な事のみでな 

く ・大形のﾡ皮を得るが出楽るのて樹皮の運搬にﾡて細で結求し 

た 丈で運援出來 るのて甚だ有利であ る。
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(ホ) 樹皮折築につては役木直後の太から採集すべさで、丸 

太の位放量 してあつなものからは樹皮ﾡ集造の 日 數が多ければ多い 

程タンニ ン合有が誠少 して來る。

以上の結果からして 札幌,小枠地方で カ ラ マッの樹皮を探集する 

には 5 月上から9月上仰ﾡの時期に伐探しな九太につき伐木iﾡ 
に行人べきてある。総し現在ては和々の開係からして所調及山NX 
期の伐木は餘り行はれて居 らぬのである。從て カ ラ ッの樹皮探集 

の適期であ る 5 月上何か ら 9 月上旬 迄の間 に 伐採される カ ラ マ ッの 

量は極僅少てあるのて、現在の儘の狀態では カ ラ マ ツ の樹皮から.： 

シ=ンの探集を計割するいﾡ樹皮探集原木に不足をポしめい様て 

ある。依て今後夏山の獎限を期待:すると共に、本試験ては後の融略 

に期待 した立木の剝皮に xって 樹皮 を探集す る のが便利であ る。立 

木か ら樹皮 を側 ぐは或 る高さ 盗金 ら 上か ら順次樹皮 を例きつつF 
うて來るのであつて一見極めて特殊な技術を要する様であるが,N 
田 地方 に於 て 杉皮の採無 に實行 さ れt 居 る 方法 を 應用 すれば業 外容 

易 に好結果が納め られる 樣に思はれ る。

6) 本試験に探用したタンニンエキス製道装置について

本試験は供試材料と してカラ マツの樹皮を當てる小に しのてあ 

るからカラマッを多知に伐採して居る札幌替底松岩小桝屮業協内ー1 
グン=ンニスの製試験を行よ事を適然と認め、同事業開内で歳 

利、運輸並監理等の諾照を考厳に容れてタシ=ンー*ス製工場の 

建没地 を選擇 した結果小構苗曲 内 に量 も 適の地を見出 しkルにエ 

場を建設 してタンニンーメ の製造試驗 を行ふ事 と した のてあ る。

クンニ ンエキ ス製造試験工塲は 5 間 * 6 間の総処坪30坪七不条回 

建築 1 様てある。同工場内には次に述べる タ ン= ンー*ス製池器様 

ﾡ置を配置 し, の防地には カラー ッ樹皮約 3,750kgr(1,000y) と 

若干の燃料と を証 く 事が出來 る のてあ る ・

本試験に採用したタ シ= ンエス製書装証は移動する事が田楽る 

事. 如何なる山間ﾡ地に於ても容易に作業出求るん. 從て小規模機 

構て操作の簡Wな事を主旨と して選押 した結果次の談器械を選定 し 

なのてある。

1 石義動器 5.5 馬力 1
如何な る 山間ﾡ地て も 石を 使用 して動力源 とする が出 る 公 

石ﾡ動器を選びだのてある。而して次に述べるカックー、ヒュー 

ガルボン プ及県空ボ シッの 所要馬力數を 継計す る 時は約 4.5期5力 に 

なるのて之等の 器械を一に 運轉する爲には 5.5』力程度の力が必 

要と 認め られ使用 したのてあ る。向型は ャンマー 石袋動器と しな。

2)カッメー 1 臺
本試験にがて供試樹皮 を細斷粉碎す る に當て豫想、される事は簡易 

小規拠 機構 に て 操作 を 爲 す に常 め 生樹皮 を使用する場合があ る Iて 

あつて、生樹皮はの合する水分及樹ﾡ分の公之れ を細断粉砕す 

る に常て殺粒等の粉砕器を使用するが出挙Wのてある。依て生樹 

皮を山する に常 て は之れ を 小片 切 して用 ひる 樣 に する 事 

が便利と題はれたのて本試験ては本道に於て伺料用玉ﾡ委 をサ4" 
に切り込む爲又は牧:草: を切る為に使用されて居る カッター を選定し 

なのてある。本カッター を使用する 時は カ ラーッ樹皮を10～12寸 

の長 さ に切断する事が出來た。

型は北海製大型と した。

3) 浸 出 州 6 箇
ﾡ皮か らタンニンを浸出 してクンニ ン溶液 を作る 補てあ る。前記 

の 各浸出法中本試驗では浸潰法に準じた浸出法 を探用 しなのてあ 

る。

出ﾡと しては第1岡の様な構造を有する木ﾡ6価を用意しなの

17J6.



てある。

客ﾡの大きさは内径90cm、深さ 

(逃過用箱の上) 90cmてある。槽 . 

の附属物と しては図に示す通 り 底力 

中央に加熱用蒸氣吹ロ (砲金製) 

底の一端に渡過用木箱 を設けた。a 
過用箱の 内 に は砂利 を 容れ クン ニン 

溶液の採取に當り溶液中に樹皮が混 

入するを防いだのてある。 用 

箱 に取付け てある校出液探出口は 内 

面ﾡﾡ引のﾡ管を用ひた。ﾡ側に謎 

出獲探出 ロ を設け浜出 を終なﾡ皮 

の採出の便利を計な。本山情に相 

斷 した樹皮 と水と を容れ加熱用編 式 

吹込ロから生蒸氣を吹9込びて内容物を加熱してタン=ンを浸山さ 

せ出楽なタ ン= ンﾡ液は洲過用ﾡてﾡ皮と分け られ校出液探山口か 

ら流出させるのてある。 出 を終た樹皮は校出ﾡ流探出 口に設けて 

ある 木栓 を取り 外 してﾡて振 e 出すのであ る。

4)4ラー ・ 1 基
各浸出ﾡ並具空蒸ﾡﾡを加熱する公に使用するのてある。小拠 

の主旨に添ひ4尺* 8尺の鐵板て%2四入谷切と し. 移動に便な 

る公墜型と しなのてある。常用ﾡ力は60封てあるが設ﾡ弁を設け 

出補並具空蒸殺ﾡには.10封度艦の蒸条をﾡる様に してある。

5) 水 桶 2箇

浸出用、 4 ラー用、票空蒸ﾡ装置冷却器用等に要する水を貯め 

てm く 木ﾡて大9さは内渋i種90cm年方、深90emのﾡてある。

の木製角槽 2 箇 を工場の梁の上に並べて設置 しな。各槽は約；5 

litの水を貯める事が出るのてある。各相共下方にそinchの厳管を 

取付けて給水鐵管と しな。1欄は主と してボイ ラ ー 用に定め給水鐵 

管とポイ ラ ーの注水装於に連絡させたのである。他槽の給水鐵管の 

先ﾡに ゴム管 を取付け 各出 相並他の用 水価所に 自 由 に給水出迷 

る様にしなのてある。

0) ヒユーガルボンプ ] 臺

水源か ら5) の水槽に水 を揚げる為に用ふ るボン プて導管は1 inch 
のボンプてある。本試験ては水ﾡ距離約12m、商送約7mの小川から 

水槽に水を揚げる事が出來. 1 ﾡに到し約20かて満水する可が出迷 

なのてある。

7) 眞空蒸發装置 1

風空蒸發装置は蒸發鎌、冷却器及具空 ボンプの3 部か ら成り立て

nる。 - • • ’

森ﾡﾡは種70em、商100emの鐵板製て内面はﾡ現引と してある。 

深 税 すべ合 出 液は此の 蒸統鎌の約中央容れ C蒸ﾡ させるのてあ 

るが約150litを容れるが出楽る。蒸務ﾡ内には中央よ り下方に加 

熱用領製地管種器inchを取付け、 上部に防池用と して銅製ラ ッシュ 

ッ ング2枚を取付けてある。胴にはﾡき窓をつけ、蓋には真空ゲー 

ジ及空気注入イ プを取付けてある。鋭底には浸出液注入ロ及濃縮 

液探出口を設けてある。

冷却器は鐵板製水槽内に無氣の通る蛇管を設け水槽の水て蒸氣を 

冷却する様に してある。水ﾡの冷却水は下方から入り温つた水は上 

方から逃げる樣にしてある。

県空ボン プはSSH覧空ポ ン ブての眞空度は27inch(水ﾡ柱) の 

能力 を持て 居 る ボ ンプを使用 した。

8)二重金 、 1 箇
上記の眞務装置で タンニ ン浜出液 を濃締す る につてﾡ出液
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の浪度が約 Be21°に達すると 池立ちが激しく な り、此の池が空 

・ボンプに吸引されて出する機になつてﾡなしく濃縮し難くなる。 

依て此の濃度に達した浸出液を更に濃縮して固続エキスを作るには 

開放釜で濃縮すべ e てあ る が直火によ る 釜 を用ふる 時はﾡ熱の公 ク 

ン=ンニキスの性ﾡを懇愛する恐れがあるのて二重釜を用ひた。 

三釜は内外共に織板裂とし、内釜の內面を琨瑯引とし. 内釜の容 

量は約35litと したのてある。外統と内金との川に水を容れ外釜の歴 

か ら新て加熱し、外釜内の湯の温度て内釜内のク ン= ン溶液の述縮 

を行人様に しなのてある。

以上の諸器械 に よっ て カラマツ の樹皮か ら回ﾡタン=ンーの 

製造 を行たのであるが, の証器械をタン=ン探集紅済試験工場N 
に配置した配於圖及諸器械中で主なる ものの寫真を示せば次の通 » 

てある°

ﾡ2 クシ=ン 採集 E 濟就驗工明器徴酣找之圖

石ﾡ動な
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力

整型がイクー
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7)試験方法

供試材料と しては5の「カ クマッﾡ皮の探集にﾡて」に於で東集 

したﾡ皮を用なのてあって、各例毎の樹皮を別々に使川して6)の 

ク シニンニキス製造斐置によつてタンニンエキスの製道を行つなの 

てある。

例1、例I、例町 の場合の樹皮は蒐集 した時に旣に氣乾狀能二 s 
統操 して居たのであるが、例皿の場合の樹皮は未だ氣乾狀態に至 ら

ものを賞集 Lir ち に クン ニン エキス の製造 に使用 したのてあ る , 

依て例皿の場合の樹皮は他の場合の樹皮に比極 して明 らかに多の 

水分を合布 して 居たのであ る。然し8月 頃の気候では樹皮のをほ； 

る小が極めて速かであるのて例川【の場合の樹皮は全部生樹皮と る 

小が出來ず一部は殆ん ど条靴状態に逃統操 Uて居るものも合まハて 

居たのである。

各例每の樹皮を先づカックーに掛けて細斷し浸出し易い狀態にI 
なのてある。本試驗に用ひたカ ッタ -ては30分間に約150kgrの4生及 

氣乾柳皮 を長さ 3.0-4.5emに切ﾡする4が出楽なのてある。向此の 

細断 した樹皮は 1 改出州に75.0kgrを容れる4卜が出楽な。依て各法山 

根に樹皮750W宛专符れ浸出する事としたpてがる。

I 田補に 氣樹皮 75.。 gr を容れとれ に 水 を 加 へた のに 水 約 

150litて樹及が該されなﾡ態に地 しなのてある。

第一報の質感室の成統によれ500cc のエレン〜イヤーフラスョ 

を用長さ20-30nm、ih3-5mmの氣位カ ラ マ ッ樹皮をするの 

に該樹及 1に到 して水4 の割 合を変 しなのてあ る が本試驗の様 に「 

田槽が大 に な り 且 レンマイ ヤーフラスコと 槽 と の形の差 い あ る m 
は樹皮 I に封して水2の納合て浸がされるに至つなのてある。北 

本試感てはﾡ皮 と 水と の混合物 を加熱す る 時 に 浸出槽の底部(< る 

加熱用旅須吹込口か ら 生蒸条 と咲き 込びて加熱す る ®に加熱中 に蒸 

氣が凝縮 して校出ﾡ内の水量が埼加す るのてあ る。依て飛初の注水 

Vは稍々不足であって も加熱中に充分浸漬に足 り る交の水量の加 

そ見るが出楽るのである。

節I さ出ﾡに樹皮75.0なgrと水150li: と を容れ浸出槽の底部にある 

力熱用株氣映込ロ を開 e ﾡ氣を映9 込びては出ﾡの内容物を加熱す 

るのに蒸氣を吹き込み始めてから約0分後にと出ﾡの内容物の過度 

が約90°じ に逮しなのてある。伏ての過皮を保持する様に蒸氣の

込量を加N L T験字の成果に 2 時間加熱浸出 そ行なのてあ 

る。2間1約90°Cに於て浸出 した後第 I 浸出槽の浸出液採出口 を開 

・ 出被 を探 り叫し、樹皮7あ0なgのみを容れてある第 II 出ﾡに移 

しなのてあるが第 I 浸出槽か ら書 られた出液は約150liてあっな。 

町用した樹皮が吸収する水量、樹皮の間隙に保持する水景,加熱 

中に蒸散す る 水等の損失水量の総和は加熱用 森氣の基縮に ょoて 

生戯された水iに よ りだみﾡ充されるが出挙たのてある。

立出液を採 » 出 した後の第 I 浸出槽内の樹皮は水を多品に保持し 

cる公新に水を注入するに110litの少量と し浸出に供したのであ 

]

% く して第 I 山補か ら採 出 した浸出液 と 新しい樹皮 と を客nれ 

第 11 浸出槽及 1 回浸出液 を探 り 出 し新に注水 した第 1 山州の問 

W に株条を吹 e 込み内容物の過度 を約00° Cに述せ しめなのてあ る。

の場合に第1出神は約30分、第Iは出ﾡは約10分て各々内容物

• nが約90° C に達述 したのてあ る。内容物の温度が約90° G に逮 し 

な校は吹込株条量を加 して此の温度を保持せ しめ各 * 2 時間浸出 

させなのてある。

各山ﾡを2嘘間浸出 し2後に第Iお山ﾡの出液を探 り 出 し, 

新しい樹皮75.0kgrを容れてある第『出ﾡに移し、第 1 浸出槽の

25
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浸出液は第1! 浸出槽に移し, 第 1 出ﾡには新(に水 iioiit と注入し 

なのてある。ﾡく校出液の移動を行た第1. 第I、第川の3価の謎 

出ﾡに 森気 を吹3込み客々の内容物の過児 を 約90° Cに述せ しめ, 

此の消て 2 時間出 さ せなのてあ る 0
此の機に操作を進め第1は出ﾡの最初の出液が第I、第I・第 

II及第Yの各浸出ﾡに於て各々約90°Cのﾡ児て2時間ほ出を行た後 

に第Vお出ﾡか ら真空蒸發装置に導入せ しめて蒸發 し濃縮ざせた •、 

てある。

期 く して第 V 出ﾡの校出液 を真空蒸發装置 に 導入 した後節Y謎 

出槽には第加浸出 槽の浸出液 を容れ. 第町浸出ﾡには第川浸出ﾡの

出液を、第I校出ﾡには第Iお出ﾡの浸出液を、第I浸出ﾡには 

第 I 出ﾡの謎出液を各々順次移し容れ第I 出ﾡにはﾡに水を注 

入 して改出するのが順びてあるが第I 浸出槽の内容物即樹皮： 員向 

の出に よ り 大部分の抽出物 を浸出 し終て 居 る ので此の樹皮 を探り 

出 し新に細断 した樹皮 75.0kgrを容れ浸出 す る fに しなのてあ る。l 
て此の場合には第V、第m、第m、第Iの4 価の山欄に蒸氣を映 

3込み加熱浸出を常法につて行O、 の出町間中に第 I浸l欄 

の樹皮の容れ換へ を行なのてあ る。4 箇の浸出槽の浸出 を終ればm 
V 出ﾡの謎出液を第 I 出相に、第mIお出ﾡの謎出液を第V 誌山 

ﾡに、第川校出ﾡのﾡ出液を第浸出槽に、第I 田ﾡのこ出液をﾡ 

Iは出ﾡに各々移動させ第 I 浸出槽には水 11oit を注入して 5 価o 
浸出槽 を常法につ て浸出 す る のてあ る。此の出 によって 得ら

節 I は山ﾡの謎出破は異空蒸ﾡ装に導入しﾡ依させ第Vi山 

の浸出液を第 1 浸出槽に、第mは出ﾡの浸出液を第V浸山ﾡに、簡 

I 浸出槽の浸出液を第皿浸出槽に、第 1! 浸出桃の浸出液を第 1U浸5 
ﾡに客々順次移し容れの 4 箇の浸出榊 を常法に よ り 出するNに 

第Iﾡ出ﾡ内の樹皮の容れ換へを行人のてある。期く て次同にはﾡ

I 浸出槽 を飛終槽と し第 11 浸出槽の浸出液 を眞空蒸發装置に海入す 

るのてある。

即出は4価の注出ﾡ、5 箇の浸出槽と交互に行ひ、4価の浸出槽 

の出を行つて居る間に1 箇の浸出槽の樹皮の容れ換へを行ひ、次 

の5箇の浸出槽の浸出を行ふ場合の最終浸出槽とし5箇の浸出槽の技 

出 を行人場合には量絡の出相は新に樹皮を容れなものてあり最初 

の 浸出槽は新に水を容れたもので ある。mして5箇の浸出ﾡの浸出 

と終へた場合には：最^の浸出槽の浸出液を真空蒸發装置に導入し、 

最初の出ﾡの内容物は容れ換へを行ひ次同には最絡の出ﾡと公 

すのてある。

此の操作 と繰り返 して行ひ浸出液の濃厚な も の を得て、此れ と具 

な ".發裝置て蒸發させ濃縮す る のてあ る が本試驗に用ひた英空蒸發 

ﾡmては1 囘に約1 50M の浸出液を容れて蒸發出來るのて1 箇の浸出 

［办浸出液は充分 1 囘に導入 して蒸發する事が出來る。ﾡ本ﾡ空 

發”笈の無發能力 は 1時間に約 35lit てあるのて 1 同の出液約150 
it は4.0-15時間を以て森袋ﾡﾡ出迷るのてある。然るに浸出は前

の 4 箇の浸出槽 と 5簡の出ﾡと を交代に行ひ,各々浸出に 

20-2.5Mを災し且お出液は5箇の浸出相の浸出を行た場合にのみ得 

られるから浸出液は4.0-5.0時間毎に得られるのてある。依C1漫出 

川の謎出液は本真空蒸義袋祉に よ ら 次の浸出槽の浸出液が得 られる 

盗の間に充分浪縮出迷なのてある。

I 浸出槽の浸出液 を濃縮す る毎に濃縮液 を探 り出す力を行はず次 

の改山液を導入して蒸ﾡ浪締するを課り返すと5同は出液と町入 

し' 蒸發 させる時 に 液 の濃度が大 となり 粘稠 となつて池立ち が基だ 

! くxり、蒸殺縫内を減ﾡにする時池が喰9出して液の損失を招く 

ﾡにな る。依て浸出液 を4同県空蒸ﾡﾡに導入蒸役微せ しめた後は出 

来る液を蒸殺させ量をﾡくせしめる。本眞空蒸熒装置では蒸發維 

内の加熱用蛇管の最下の管が約牛み出る程度とすると液量は約35lit
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となる。之れ を二金に容れ提 しなが ら 更に蒸發濃縮 させ殆ん ニ. 

回置に至 ら しめて製品 とする のてあ る。二釜に よ って約半量'こ 

浪縮す ると殆ん ど固形にな る が之れに変す る 日 数は 2-3日 間てあ 

つな。尙真空蒸發装搬で濃縮 した濃縮液は約 Be21° の濃度 を示 して 

居な。

以上の方法に よる時 1 日 を 7 時から17時造の10時間の作衆時間 ・ 

見ると、 1 日に4箇の出ﾡ及5箇の出相のな出を客々2回行人 

小が出來浸出液は2箇の浸出槽分を得られ又2箇の浸出槽の樹皮.) 

容れ換へを行人事が:出楽た。結局5箇の校出ﾡ全部の樹皮の容換へ 

には2.5 日間を変するとなる。即 5 価の出ﾡの樹皮i75.0xgr*ロ 

=375.0kgの樹皮を處理するに2.5日を変するとな り 1 日150k rの 
樹皮を處理する制合となる。依て本試験袋証ては1 日の樹皮は理量 

を150grと看倣し得られる。

8)試験結果

上記の試験方法にﾡて5)に示 しな例1、例II、例I及例川の各掛 

皮からタンシニンニさ を作なのてあ る。の結果原料樹皮 に到する 

クシニンエキスの攻得割合、クンニンエキスの狀態. クンニンエキ 

ス中のタシ= ン合行量並原料樹皮か らタン=ンー*スとして探り 出 

し得な タン= ン量の仰合を示せ第 4 表の通 りてある。

第4表

氏 料
系術前茂=劉え 
ンタンニンェキ 
ろ地量 (2%)

•

エキスノ映状ﾡ
テシーラード れw放
ノクンニン 

(%)
ストシ ィ " F 
ンニンは (

例 I 20.00 液體 Be21° 15.24 3,048

例 I '16.38 13.33 2.183

例 26.14 液t Be21° 16.65 4.362

例 I 13.11 3683 4.828

例I から例『ﾡの樹皮を原料と してタ ンニンエキスの製造を行な 

時は二金の設備 を欠て居な公 に 回盤工*ス の製道 を行ひ得ず票 

空蒸統装mか ら採 り 出 した儘の液體工 *スと しなのてあ る。

例I の樹皮 は卷 立 の上部の ものも下部の も の も混ぜて使用 しな。

向第 4 表は氣乾樹皮に對す るタンニンキス の攻得量等 を示 しな 

のてあるがこれを第一報にﾡて氣靴樹皮は 14.1%の水みを合する 

も の と し乾燥樹皮に對する ク シ= ン=* ス攻得量等 に換算すnれ ば 

第5表の通 りになるのてある。又乾燥樹皮中に含有せられて居る夕 

ン ニ ン量並は第 3表に示 しな通 り てあ る のてタ シ=ンー*スとして樹

か ら収しなタシ= ン量と原料樹皮中に合有されて居たタン=ン 

と の比較 も 併せて示す事と す る。

第5表

試 料
本曲度三到スルタ 

ンニ ンエキス 収
(2%)

乾緑樹皮ヨリエキス
ト シテネク タンニン
量 (2%)

樹ノタンニン合有
=ﾡスンルタ ンニ ン

裏代量 C2%)

w I 23.23 3.540 47.9

例 I 19.07 2.542 49.3

例 町 30.43 5.067 63.2

例 IV 15.26 5.621 68.4

以上の 2 表によ れば真空蒸發裝設は ら採 り 出 しな液置工 * ス は例 

I、例 川の場合は Be21° てあ る が例 I の場合は Bele°て稀博てあつ 

な。之れは例Iの原料が例1、例Iの場合に比較して露天に放置さ 

nれな期間がポ く、捕出物を損失 した事が多い為 と思はれる。

従て原料に對す るタシ= ン収得も例 I が此も勘く例I、例m、 

WIIと埼加して居 り原料中のタシ=ン合行量がタ ン= ン収得量に大 

いに影 年の あ る が9 る のてあ る。又氣乾狀態 に した例 I と 生樹皮 

を合びWIとては例皿の方が夕 y = ンの収得量が多いのてあ るか ら 

原#は 出來 る 生の僅直 ち に浸出 を行た方が有利であ る と 考へ られ
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原料樹皮のタ ン ニ ン合布量に封す るタンテンキスとしてのタン 

= ン攻得量の割合に於て例I の場合が例Iに先るのてあるがてれは 

例I の場合はﾡ業の始めて諾装が新 し く 又作業に熟練 して届なか 

つ2公種 % の黙て出液の損失を招い2結果てあ る と思はれな。 
・

故に須純村皮を用ひな場合は例Iの敗量とな り。之れに生樹皮 

混ぜて原料とした場合は例皿の收量になると思はれる。

然し第5炎の数字中例mも例川等と同様に水分 14.1%と して計算 

しなのてあ る が例皿の原料中には生樹皮も合びて居た公共の水分 n 
は優に14.1%以上あつなと思はれるのてある。

今假 り に原料の i が生樹皮の儘混入 して 居た と し第一報にﾡへば 

tの生ﾡ皮の水分量は56.3%てあ う。殘 り の？ が奴乾樹皮 と してl1 
%の水分を合行する と すれば 均して 24.65% の水分 を合して届 

2事にな る。ﾡて第5 炎の例皿の原料を24%の水分を合して 回な 

るのと してﾡ燥樹皮にﾡする割合を示せ第5表の例Iは第6求の 

樣になるのである。

第6表

試 料
乾； 樹皮 一 3 スル ク ー れz禄樹コリェや ス F 
ン=ンエキスリ シティク久ン乙 ン

(%) ノ樹以=劉スル(%))

構皮 / クシ= ジィ
・C=3メルグ ン ン
敷 (2%)

例 I 17.25 6.352 76.0

上表によれげば固置キスと して17.25%の牧得があ り。此の同府 

エキスは 36.83%のタン=ン谷量を示して居るから 靴様樹皮に到 

しC6.352%のタン=ン攻得量となる。ﾡて之れを前掲の例の世 

のタン=ン合量8.22%と比ﾡすると 76.0%とな り。松皮中のタン 

= ン合有量の76.0% をクンニンエキスと して探 り 出 し得2と な 

る。例皿の場合にﾡべのタシ=ン攻得ﾡは流に優良てﾡ皮を集 

した後商 ち に浸出處理す る 方が一且氣ﾡ状態に樹皮を微ﾡしな1 
のを使用する よ ゝﾡに有利てある事が認められな。

本試験は樹皮採集例の異な る に従ひ タシー ンェキスの製造 も箇々 

別々 に時を興に して施行しなのてある公使役従業員もの時々に よ 

» Rな め し公己出液の移動ﾡ作北の他の操作に於て常に不熱ﾡによ 

る液の損失が認められたのてある。從て從業員が各操作に熟練 し、 

各部に於て生じて居た出液の損失をﾡく し得て、又原科も剝皮直 

後の カラマッ 樹皮 を 使用 すると せば原料中 に合行せ られるタン=ン 

Mの80% を 收得す るタン=ンーキス の製造 も容易なると 思惟せ ら 

nれる。

9 経済的校討

本試験ﾡ置 にx りカラマツﾡ皮からタシ=ンエキスを製遣しな場 

合の タンニン* ス生産費 を計算 し,之れ と本カラマッタシニン 

キ ス の個格 を共の タン= ン合有量か ら推定 し以てカラマッタシニン 

F* ス製造の經濟的關係を檢对すると次の様になる。

タシ= ンーキスの製造をカ ラ マ ッの剝皮後直ちに共の樹皮を用ひ 

て行人tと し 力 ラマ ツ樹皮の剝ぎ易い時期即 5 月中旬から 8 月下旬 

立て タ ン= ンスの製道を行人とすればの作業日数は 100 日間 

と 看做す小•が出來る。即1年の作業日敷を100日間と し之を1/業期 

間とする。

順料てあるカ ラ マ ッ樹皮はﾡ皮後直ちにタンニンー*ス製造工場 

に搬入 し、搬入されね樹皮は別に乾媒損作を施さず北の僅直ちに夕

「ン「•キスの製造に使用するのである。斯く する事によ ・タシ= 

y 工*,並タンニンの收得割合(乾燥樹皮  に對する)は 8) の試險結 

県内てﾡ北良好な成績を示 して居る第6 表に近い數字 を得る 小が出 

ポる。依て今 8) の第 6 表を用ひカ ラ～ッ樹皮からのタンニシー*ス 

並 タン=シの 収得量 を計算 す る ur とする。

m本誠ﾡ置に よ る時は 1日のカラマ ッ樹皮處理量を 150.Ok m と
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看做す事•が出來る。(7の試験方法によ る) 依て 1業期間の100日 

間には15,000kgrのカラマ ッ樹皮 を臓理す る が出楽 る のてあ る。ﾡ 

のカラー ッ樹皮は水分を24%合有して居るとﾡ定 して居る爲絶対に 

媒樹皮量と しては 11,400°grに相するのてある。

第 6 炎に1 る 時絶對乾燥樹皮 100kgr から クン ニン を 36.88%合 

して居るタンニンキキスを 17.25sgr 製造 し得 られ る 事 になるのて 

11,00kgr の絕對乾操樹皮か らはタン=ン 36.836を合有す るメン= 

ンエキス 1,966.5grを製道する事が出楽る事になる。N1t業期間に 

1,966.5kgrのタ ン= ンーキスが得られ 此の内に合有せられるタン -- 

ン*は 724.26kgr とな る のてあ る。

以上を共礎と して クンニンエキス Ikgr を製造する に要した諸れy 

を計算すると次の様になる。

1建築費 クンニンエキス製造工場として平家般建 に 

坪30坪の処物を 1 棟建設 した。材料は3等材を用ひ風根はﾡと | 

なのてあるが之れに要 しな総紙費は824m40彼てあつな。

4同一ﾡ所に於て 5 r柔期川ク シニシニさ スの製地を行よとし、

の期間に姓築費の価却を行人事とすれば1業期に104i88区 

なり。ク ン=ンエキス1kgr賞 り 8彼4の割合となる。

2器ぬ費 タン=ンニ*ス製述の謎ﾡ祉のﾡ格は次の通 

りであつた。

品 名

5.5』力 石費動み

ﾡ 呆

1楽

邢 価 

580.00

金 額 
円

580.00

北ﾡIM カックー 1を J85.00 185.00

整型ボイラー 1,043.70 1,013.70

送 u 間 6歯 49.00 294.00

水 f 2商 42.50 85,00

ヒユーガルボ ン ゾ 42.00 42.00

. 空※ﾡ裂m 1式 1,930,00 1,930.00

二I塗 

計

210.00 210.00

4,369.70

タンニンモキ ス製造装置の 設fに要 しな 総格は4369聞70優てあ 

ってと等の諸器械は20事業期間の使用にﾡ2る ものとし,20業期 

Mに比のﾡ用を価却するものとすれ 1業期間の価却賞は218m 
185となる。向毎事業期間に此の約10%の修ﾡ典を憂するものと 

板定し修繕犯をI事業期間に22目1錢5として之れを償却費に加へ 

nば1業期間の器械価却並修ﾡ費は210m50彼とな り。 タン=ン 

エキ ス1kgり 12 錢 2 の割合 となる。

3 ﾡ器具北費 森気配管用イプ、動力用ベルト、ゴムホー 

ス等のﾡ器、雑材料の購入にﾡ しな総格は519m40彼てあつな。之 

室; ト”業期開使用に耐 2るものと 看做せば其の償却費は 1事業 

期間Iに54間94彼となり。タンニンエキス1kgり 2錢 6 の冽合とな 

る. 「 献. 鹏 j R S I ••

タン= ンーネス製ﾡ工場て試器械を運ﾡしてタンニンキスの製 

ﾡと行な場合に要 した紙費 をタン= ンエキス1kgr b に計算す る と 

次の樣になる。

1樹皮探集費 5)の例II1 り 生樹皮 を探集 し其の 1kgrの掛 

皮探集費は2 ﾡいてあつな。此の樹皮は水分 56.3%を合有 して居 る 

I, の とすれば(生樹皮の水分合行量56.3%と す る ) 絕對乾煙樹皮 リ暂 

の探集費は6役04に相常する。絶到燥樹皮からのタンニシエネス

1,りは 17.25% であ るからタンニンキス 1kgr を得るに要す 

るり皮の探集費は35袋0となる。

： う 石 炭 代 本試驗に使用した里型ボイラーは燃料に石炭 

ヒ使せAば所期の蒸氣ﾡを維持す る が出挙な かつなのて石求 を

H しな。1日の石狭の使用量は約120kgrて蒸氣ﾡを維持する事f 
が川楽なのてある。依て 1 ar業期間の石ﾡ使用は12ton となり。 

i の行淡は不均25mてあつなか、ら1期間の石狭代は300mを要 

し、タン ニンュキス1にgt b15優 3 の御合と る。



6 石 油 代 の.5思カヤンマー行洲役動器を1日9時間運特 

させる公には石 18lit 即石継 1ﾡを要しなのである。カッター、 

ヒユーガルボン ブ, 眞空ボ ン プの運ﾡの公 1 日 平均 9 時間石税ﾡ 

器の運轉を必要と しなのてあつなか ら 1 事業期間には、100ﾡ の石請 

が必要である。1纏の石洲代は3m46優てあつなから1 事業期間の 

石代は346回を要するにな り、タンニン キス1kg'常 り17銀6の 

御合となる。

7 ﾡ 代 タン=シの浪ルなる出液を更に森後し個化 

させる公の二重釜は別にﾡを築いて加熱しな。此のﾡの燃料には森 

を使用しなのてあるが. ﾡが小型てあつなからﾡ1敷 (6尺*5尺* 

2尺)て10日間加熱する事が出楽なのてある。1事r業期間には10敷の 

ﾡと交するになら、ﾡ1敷の個格は7mてあつ2公 1/業期間の 

ﾡ代は70回をﾡするﾡになり、 タン=ンーキス1kg/り 3彼6の1 
合となる。

8人件費 票空蒸ﾡ装電監理に1人、ポイ ラーに川;:. 

女 1 人、石油發動器並二重釜用城の 雄理に女 1人と し計男 I 人女2 
人によ り全装置を監理し、樹皮の細斷、 出ﾡの樹皮の容れ換へ及 

浸出液の移動等には 3 人が協力 して行ふ事と す る。

1人! 日 のf金 3m、女1人1日 の1金 1 回50彼てあつな G 1 

日 の人件費は 6mとなり、1事r業期間に600mの人件費を災す る と 

なり、タンニンーキス1kgI常り30彼5の割合となる。

9 雑 費 タンニンキスの荷作、運搬及紙費の金利等 

に愛するﾡ用を雑費と し經常費の約 10%と見れば 1 事業期間の ス 質 

は170となり, クン=ンキス1kg常り 8彼6の割合となる。

以上諸經代 を総招すると次の様になる。

稲 別 タン=ンエネス Ikgr リ
1建築ロ &

2 器ﾡ価却修 *波 12.2

計 134.1

3 父 恐 具 2.S

4 樹 探災 35.0

5 石 ﾡ 代 15.3

6石 油 代 17.6

7 ﾡ ベ 3.6

8人 件 30.5

9 箱 t 8.7

本試験装により1日 150kgrの割合を以て カラマ ツ樹皮 を處理 し 

1 ヶ年の作業日数を1(0日 としてタンニン 36.83%を合び回形タ シ= 

ンニキスを製ﾡしな場合にの製造費はタ ン= ンエキス1kg賞»1 
W3役1 を要する 事となつた。

之のタシ=シ*ス製ﾡ費を価却費、樹皮探集ﾡ、燃料費、人件 

我並建费の5項目’に分類し全製造豊を100とした毋合の割合を示す 

と次の通らになる。

K

樹

燃

人
»

却

目 *で "g第 ' 金m 割 合 

17.44

探 集 ﾡ 35.0 26.10

料 36.5 27.22

件 犯 305 22.75

8.7 6.49

計 134.1 100.00

上記によれば桃皮探集費が全製遭費の内備に 26.10% と めニパ 

るに始さずしで燃料費、 人件費が符々27.22及22.75%の多 く と示し 

て属るは本タ シ= シニス製型器様装匠に適正を欠3座理する勝 

皮の量に到して燃料並人員の過大であつなを示して屈ると思はれ 

る。

F試ﾡの器械撃のをﾡ計ﾡ設備する 際には高全 を期 し各器械の能率 

の均簡等を考厳 して器械を選澤 して設備 したのであるが全装策を實 

際；-通Mして クン ニン ェ キス の製造 を 實行 しな結果種 々 な る照に於 

c改NすべS照が見出されなのてあ る。之等の器械装置 を改良す る
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時は器械設備費 に於て大なる迷異 を生ぜり範印 に て ﾡに多量の桃皮 

を處理し得る器械装置の設備 も可能である と背想される。又本試密 

裝那では甚だ多額の費用 を要 した燃料費 も 器械装於の改良によ ・福

せしびるが出楽るのてある。尤も本試験の實行代 よ り燃料費の 

負擀が甚だ大な る繊果を得なのて燃料費の軽滅を主順と して器械工 

於の改良を行ふ事が本試驗目的の達成に大いなる影響を與へ价る｝ 

選はれ る。

人件ﾡに間しては1 日150kgrの謝皮を虐測する本試験装mにポ 

も 最小男1名女2名の人救 を要す る のてあ る が同人敷 を以てして ﾡ: 

多果の樹皮 の處理 も 可能てあ る 事が常に 痛感 されて 居た のである。

依て燃料費の節約 と 1 日の不均樹皮ﾡ理量の加とを目的と し本 

試験にポて 使役 しる 後業員数に て運ﾡの 可能なる 且又本験の 目 

標てある 小規校機構且移動 可能な る 装置 と 言ふ事 を念頭にm ・各種 

の盛械装置の改良を計る時1 日 に GOOkgr 程度の樹皮 を處理す る 機柄 

を設計する 事が出楽 る と 思考せ られる。

且1 日の均樹皮處理量G00kgr程度の規模のタ ン=ンエキス製道 

裝置なれば 本試驗に設備 した 設備 費の約 1.5倍程度の紙費を以て% 

林の器械装置を設備する事が出來ると思はれる。又器械装隆の改］1 
に よ り 本試験に使用 した石炭代及石油代 そ以て全機構の運料も ・館 

てあ る上ﾡ代は刑除する事も可能と思はれる。人件費は本改良の目 

ﾡにも迎べし様にり1名、女 2名にて充分600と「程度の樹皮は 1日 

に座理す る が出楽 る のてあ る。

以 上の換ﾡからして 1 日不均600kgrの樹皮を處理するの出みる 

器械ﾡm を設備し、本試験に於け る と 同様に1年の作業 日数を100日 

とすれ1年の處ﾡ樹皮量は60,000egrとな り、此の樹皮は水分を21 

%合行して居るとﾡ定すれ絶到«化燥ﾡ皮量は45,600kgrに相高 し、 

此の風皮 よりタン= ン38.83%を合有するタ ンニ ンキスを7,8G0kgr 

製道する事が出るのてある。

以上をﾡ礎と し1 日ﾡ均樹皮處理量600kにsrの器様装mによタシ 

=ンーキス を製ﾡ した場合の タンニンー* ス1kg賞 り の生産 を計 

算すると次の様になる。

i 別

納価期及

グンニンエキス 
ikgrノ生産区

2
磁 別

生T ヲI00卜 
シタ場合ノ割合

aﾡ価地 費

林材料償却我

7

0.7)
価 却 費 ,10.41

ﾡル探集R 35.9 採集 費 59.34

石 ※ 代

石 fill 代

381 

4.4J 燃 科 13.55

人R 7.6 人 ﾡ 費 12.57

ロ

計

2.5

60.5

補 費 4.13

100.00

I 日均ﾡ皮處理量を150grか.ら60Orgrに加する事によ りス器

様 置の改良 にx ・タンニンエキス 1kgrの生産費 を 1 山34彼 1から 

60優 5 即'ド分以下に低減 させる が出來 る 様てあ る o

加してクンニンエキスの價格は糅製剤として用ひられるものと様

利には不適で漁網ﾡ色剤と して用ひ られるものとては前者が商価

1 ある。然るに各種の植物資源から得られなタン=ン熱は«々特

をイしてﾡ)一概にﾡ製割と して使用出來ぬものもあるのであつ 

C 火係製剤と し.ての適不適も其のク ンシニ ンﾡの化率的分析によ るタ

シ= ン合、非メン= シ谷有量等の分析結果のみては確定する事 

が出ず、賞際の杯製試験によつて始めて確定されるのてある。依 

て本ﾡ感によ り製出したカラヤツクンニンエキスを鐘淵紡績株式會 

ﾡ高ﾡ皮本工場に途附しﾡ製試験を依頼しな庭「収欲性強 く 底革、

機放間ﾡ茶等のﾡ製に混用するそ可とす」との報告を得, 本カ ラー

ン=ンはﾡ製剤と して充分使用が可能である小が判たのであ

る ヌ同皮革工場に於て覧皮を本カラッタ ン= ンエギスにてﾡ製
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した革のﾡ奥 を受けなのてあ る が良好な 皮革の樣 に思 さ れな のて 

ある。

而して時局下経製用タ ン=ンﾡと しての内地産タ ン = ンエキスの 

価格に公炎を怖るものがある時ﾡ製用タシ= ンキスの正確なる個 

格と算出するが出楽いが各種の質状からしてタン= ン40-45%t 
合有するクンニンエキス Iton 1,200山程度と推定されるのてある。 

尤も現今主と して楡入されて居るマングロ - ブエキス (クシ=ン合 

量60%(カッチ)はlton 600山てあ るとタン= ン剤ﾡ入商 と して著 

名な町波商株式合武からの報告もあつなが、カッチは鞋製報と し 

て使用する時生皮への滲透力弱く、糅製液の濃度の増加と共にけし 

2沈殿を生ずるものである為從來は主として漁網染色劑として使川 

されなのてある。従てカッチの価格はﾡ製用タン=ンエキスの価格 

に比 •校すれば安位な事か想像 される のてあ る。

依てタシ=ン45%を合有するﾡ剤用タ ン= ンーなスの個格 

1,200囿 と 假定 し、 のダ ン= ン合有量から して本カ ラ〜ッタン=ン 

エキスの便格2気出す る I1kgrのﾡ格は98彼 2 と推定する •H.が;I； ポ 
るのてある。

本試驗装置 を 其の儘使用 しな場合の生産費は カ ラマ ッ タンニン 

キスlkgr1回34役1てあり1K/35銀9 の損失を生ずるが若山 器橋 

獲ﾡを改良 し1 日 の均樹皮處型量を600:grIc増加すればタ ン • 

ニキスlkgrの生産は60彼5 となりタン= ンキス1grの仙格立95 
彼2とすれば37袋7の利会を1kgr省り納めるが出楽るのてあつて1 
年 100 日 間の カラマッタンニンキスの 製産量 と 前述の通 り 7,860 
kgr とする畤 1 年の利益は 2,965回48災2とな り極て有利の事業と推定 

出楽るのてある。

10 結 論

カラーッの樹皮からタ ン= ンエキスの製造 を針割 し カ ラマジ を多 

mこ伐採しっ、ある札幌替林ﾡ署小ﾡ事業町内Iにて カラマ ッ機皮の 

媒集を行ひ、同撃小将苗間内に1日150kgrのカ ラマ ツ樹皮を處理し 

得る 小規模の クン ニン エキス 製造装置 を 設備 し クン ニン エキス 製造 

試験を施行しなのてあるが次の樣な結論を得なのてある。

イ )樹皮の採集は機皮と材質との間に樹液が多量に存在して居つ 

て剝皮 し場い時を選び施行すべきてあつて札幌、小ﾡ近郊に於ては 

5 月ヤイから8 月下旬迄が適期である と 看做し得たのである。

p) ﾡ皮の納ぎ必い時期と側ぶﾡV時期とては4皮作業に複だし 

撃場の相並がある許りてな く 樹皮の側ぎ憎い時期 に樹皮 を剎ぐ事 

はずの例いだ樹皮の拾集及運搬に逃だ しい煩難さがあ る。從て樹皮 

の探集費に も 著し遂が見出 されるのてある。

)同一世和即同ーカ ラマッ樹皮てものカ ラーッ伐探後の取扱 

如何により探集した樹皮中のタ シ= ン紀岡 に差があ る。ヌタ シ 

シ合量の多い樹皮からは好敷量を以てタシニシスの製道を行 

ひ得なのてある。

=)カラー ッ樹皮では一且氣乾狀態迄に乾燥 した樹皮を用ふる 上 

いい州度i後の靴様せW樹皮を使用しな方がタン=ンー*スの地量 

は好てあつな。

) 本試験ﾡ置により 納皮後の がっ マ ッ松皮を原料と してタン 

cス を製 しな場合に タン=ン 36.83% を合行す るタシ=ン 

=*ス の收 Nは紹到純燥樹皮T量の約17.25%てあつな。

～) 本讃験装置にょ » I 日均150kgrのカ ラッ樹皮をﾡ理して 

xン= ン エキス を製造 する 場合1事業期間を100日とする時タシ=ン 

*1kgrの生費は 1 134彼 1に相常 しe。
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れをﾡﾡ用タ ンニンモキス (タンニン45%合有) lton 1,200叫と 

の最定 と 比較すれば Ikgi 常 り 35袋 9 の損失 となる。

ト) 本償整の目標てある小規校機構及器械装置の移動可能の勲を 

主旨とし燃料費, 人件費 を低減させる 目的を以て 1 日の不均樹皮座 

理量の増加及器械裝置の改艮 を計る 時 1 日不均ﾡ皮處理を600kg「 

ﾡ加出楽る見込てある。

チ)・)の1日 均樹皮ﾡ型量を600kgrに加す る 及器械製mの 

改良によ ) ク ンニンーキス1kgrの生産費を60彼5稲度ﾡ低械出がる 

見込みがあ り 斯く する町によ り タン=ンキス1kg り37彼7の 

益を得られる見込である。

1 追 補

本試験結果に よ り 小規模機構に ょつてカラー ッ 樹皮からタン • 

エキス の製造 を計网す る 場合の注意項 と して は次の諸然があ る ・

I 用 水 タンニンをﾡ皮から出するに用ふる水は山 

來 る 文鐵及石灰分の 合量の地い水 を用人べ合てある。

盛はタ ンニン と結合 して ク シ= ン酸載を生じ ク ンーンー ・の色 

を駆差す る と 共に継局之の タンニンギスを用○てﾡ しなの色を 

惡變する。ス除り多に公が用水中に存在する時は樹皮から出さ 

れなタシニンの殆んど全部がタン=ニン酸ﾡとな I タンニンエキスc 
糅製作用を劣惡ならしめる。

石灰の存在はタ ン ニンの株製作用 を甚だしく 害する ものてあるが 

らクンニンエキス 中 に石灰の存在す る は株製 家の大いに順 人ル 

てある。

I ﾡ皮探集原木 1 ロ 600kgr の (水分2495合 と 似定) 樹度 

を處理してタンニンーキスを1撃期間100日製道する場合に要 jる 

樹皮探集原木の量は大略次の様に推定され る。

1II 6OOkgT の樹皮 を處理する場合に 1 業期間中に用よる樹皮 

は 60000なgr と な り 之の樹皮は水分 24%合イす るのと しヌ生樹皮 

は第一報に よ つて水分48%合す るものとすれば1事業期間 中 に 

J5000kgrの生樹皮を還すべく、又第一報によ り胸高直紙20.0-23.0 
cm のカラマッ 1m か ら生樹皮 121.7kgr を採集出楽る と すれ1 小 

業期間の所要生樹皮量 95,000kgrは胸高5直征 20.0--23.0cm のカラー 

ッ 約800mか ら供給出來 る のてあ る。

又北海道ﾡ林産課の調査に x れ14年生 カラーッ1 石か ら約9 I 
の樹皮が得 らnれる由 なれ 95,000kgrの樹皮は約2,000石の11年生 力 

ラ マ ッ か ら探集出求 る のてあ る。
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昭和十へ4一月二十五日 印ﾡ

昭和十へ4一月 三十 日ﾡ行

北海道林業試験場
(北 iﾡ述t・江崩町野似)

札ﾡ市北一終四三丁目 二番過

印 刷 人 ceI46) 山 中 次 郎

札拠市北一集W=丁 目 三番過

印 刷所 舎艦女染堂 印 刷 所
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